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図１ ビデオ硬性挿管用喉頭鏡「エアウエイスコープAWS−S
１００�」
１：カラーLCDモニタ．２：専用スタイレット（イントロック�）．
３：実際の喉頭展開の様子を示す．モニタに声門が映っている．

図２ ビデオ喉頭鏡システム
１：システム全景．２：喉頭鏡本体は通常のマッキントッシュ型
喉頭鏡と同じ形状である．３：実際の使用風景

現在，大小様々な手術がほとんど安全に行われる時代

となった．この日々の偉業の一翼を担っているのが麻酔

管理であり，そして，その根幹にあるのが気道確保であ

る．全身麻酔中の気道確保のgold standardは気管挿管で

あり，気管挿管は伝統的にマッキントッシュ型喉頭鏡に

よって行われてきた（三浦，２００９；Gal TJ．２００５）．麻

酔科研修医の最初の目標は本喉頭鏡操作に熟練すること

である．しかし，マッキントッシュ型喉頭鏡では熟練者

でも１～４％の症例で喉頭展開が困難とされている．マ

ッキントッシュ型喉頭鏡の時代は約７０年間続いたが，最

近喉頭展開・気管挿管のための種々の器具が開発されて

いる．本稿では，本学大学病院に導入された，気管挿管

の際の喉頭展開に用いられる器機について紹介する．

エアウェイスコープ�（AWS，図１）は尖端に撮像用

CCD，把持部に液晶モニタを備えた喉頭鏡であり，挿

管困難予測症例においてマッキントッシュ型に対する有

用性が報告されている（浅井ら，２００７；鈴木，２００８）．

また，工夫されたスタイレット（チューブ誘導のための

先端部）により，従来喉頭展開に必要であったsniffing

position（声門を直視するために患者の後頭部に枕を入

れ頭部を後屈する体位）を取る必要がない．そのため，

頸椎に問題のある患者に適応しやすい．AWSは経口挿

管のみの使用となっていたが，最近，経鼻挿管用のスタ

イレットが開発された．今後，歯科麻酔領域でも使用頻

度が高くなると思われる．

ビデオ喉頭鏡はマッキントッシュ型喉頭鏡に内視鏡を

内蔵し，モニタに画像が映し出されるシステムである．

従来，気管挿管時の口腔内操作は担当麻酔科医１人のみ

しか観察することができなかった．本システムでは挿管

操作をモニタ上で確認できるため，登院生への臨床教育

上の大きな効果を上げている（図２）．また，非常に明

るい光源を有しているため，気管挿管がより容易になる

印象を持っている．
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